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当社連結子会社による株式会社 T.G. Medical の株式の取得に関するお知らせ 

 

当社グループは、2026 年７月３日開催の取締役会において、当社 100％連結子会社である東郷メデ

ィキット株式会社が、以下のとおり、株式会社 T.G. Medical（本社：東京都中央区、以下、T.G. Medical

といいます）の発行する株式及び新株予約権の全てを取得することに合意し、連結子会社化（当社の

孫会社化）することについて決議いたしましたので、お知らせいたします。 

なお、本件は東京証券取引所における適時開示基準に該当しないため、開示事項・内容を一部省略

しております。 

 

１． 株式取得の理由 

当社は、2024 年 5 月に公表いたしました新中期経営計画“NEXT 300 Neo”において、2029 年３月

期の売上高を 290～320 億円とすることを目標とし、より良い製品を医療現場に提供することを通じ、

着実なビジネスの拡大に取り組んでいくことを掲げております。今般の T.G. Medical の子会社化も

この計画に即した取り組みとなります。 

T.G. Medical は、2022 年 12 月に子会社化した株式会社 Bolt Medical の事業（Medilizer AGD シ

ステムの開発）とも相乗効果が見込まれる、脳血管内治療用医療機器の研究・開発・製造を行うスタ

ートアップ企業です。今後、当社は治療領域に特化した自社製品の開発を進めると共に、脳血管内治

療分野において先行する株式会社 Bolt Medical に、今般の T.G. Medical の開発製品を加え、国内外

問わずグローバルな視点で更なる事業展開を進めてまいります。 

 

厚生労働省の人口動態統計によると、2025 年の脳血管障害（脳卒中など）による日本の年間死亡者

数は約 10 万人で、全死亡者に占める割合は約 6.3%となり、日本人の死因第４位となっております。

このような環境下、日本国内の脳血管疾患の総患者数は約 190 万人にのぼり、多くの国民がその後遺

症のリスクに直面しています。その中でも血管内治療(機械的血栓回収療法)を必要とする急性虚血性

脳卒中は増加傾向にあるといわれ、各社から高品質な製品（吸引カテーテル、ステントリトリバー等）

が次々に上市されております。これにより医療現場においては、状況に応じた製品選択が出来るよう

になり､手技の確立が日進月歩で進んでおります。 

 

血管内治療(機械的血栓回収療法)を必要とする急性虚血性脳卒中には、心臓から飛来した血栓によ

る心原性脳塞栓症と、脳主幹動脈の動脈硬化症に起因したアテローム血栓性脳梗塞（急性期脳主幹動

脈閉塞症）があります。心原性脳塞栓症が血栓回収によって再開通を得る病態であるのに対し、アテ

ローム血栓性脳梗塞は、狭窄した血管そのものを治療することが必要であり、両者は治療方法が明確

に異なります。このアテローム血栓性脳梗塞により閉塞した血管の治療においては、有効性、安全性、

経済性などが考慮された製品が乏しく、血管内治療領域における大きな課題の一つとなっております。 

このアテローム血栓性脳梗塞は、日本では血管内治療(機械的血栓回収療法)を必要とする急性虚血
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性脳卒中患者様の 15-20％、アジア諸国では 35%程度と特にアジア圏で多い疾患であり、欧米諸国を

含めて世界各国においても革新的な製品の登場が期待されております。 

 

T.G. Medical が開発した製品は、このアテローム血栓性脳梗塞に対する血管内治療の課題に対し

て、製品仕様段階から血管愛護を第一に考え、国内外の経験豊富な医師の発想及び知見から開発され

たもので、患者様へのＱＯＬの向上、術者目線による簡便な操作・手技の実現、何より今まで以上に

患者様に対し高い治療効果が期待でき、その有効性・安全性を発揮できる製品であると考えておりま

す。本件を通じて、患者様への治療貢献とともに、医療従事者の皆様へのアンメットニーズに応える

ことで、当社として、更なる持続的な成長に繋げてまいりたいと考えております。 

 

２．株式を取得する子会社（東郷メディキット株式会社）の概要 

（１） 名 称 東郷メディキット株式会社 

（２） 所 在 地 東京都文京区湯島一丁目 13 番２号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役・中島 崇 

（４） 事 業 内 容 医療機器製造業 

（５） 資 本 金 90 百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1973 年６月 15 日 

（７） 大株主および持株比率 メディキット株式会社 100％ 

 

３．異動する孫会社の概要 

（１） 名 称 株式会社 T.G. Medical 

（２） 事 業 内 容 血管内治療用医療機器の研究・開発・製造 

（３） 資 本 金 100 百万円 

（４） 設 立 年 月 日 2020 年６月 17 日 

（５） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

※当該会社の最近の経営成績及び財政状態につきましては、現時点で売上計上のないスタートアップ

企業であることに鑑み非開示とさせていただきます。 

 

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 0 株 

（２） 取 得 株 式 数 株式 2,211 株及び新株予約権 331 個 

（３） 取 得 価 額 

デューデリジェンスの結果、及び第三者機関による評価などを

踏まえ、当事者間で協議・交渉した結果、公正な価格にて決定

しております。 

（４） 異動後の所有株式数 
株式 2,211 株及び新株予約権 331 個 

（議決権所有割合：100.0％） 

 

５．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2026 年７月３日 

（２） 契 約 締 結 日 2026 年７月３日 

（３） 株 式 譲 渡 実 行 日 2026 年７月３日 

 

６．今後の見通し 

 本件は中長期的な成長に資するものと考えておりますが、2027 年３月期の連結業績に与える影響

は軽微と考えております。今後開示すべき事項が発生した場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

以 上 


